
私
は
一
九
四
四
年
四
月
、
長
崎
市
出
来
大
工
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
先
祖
は
江
戸

時
代
か
ら
長
崎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家
に
は
江
戸
時
代
の
過
去
帳
が
有
り
ま
す
。

お
寺
は
光
源
寺
で
墓
地
は
寺
町
・
皓
台
寺
の
上
の
方
で
楠
本
タ
キ
・
イ
ネ
の
墓
よ
り

少
し
下
の
所
に
有
り
ま
す
。
さ
だ
ま
さ
し
の
映
画
「
解
夏
げ

げ

」
で
、
主
人
公
が
石
段
を

降
り
て
き
て
長
崎
の
歌
「
デ
ン
デ
ラ
リ
ュ
ウ
」
を
歌
っ
て
い
た
レ
ン
ガ
塀
の
近
く
で
す
。

も
う
一
つ
親
戚
の
墓
が
有
り
ま
す
。
小
供
の
頃
行
っ
て
あ
ま
り
良
く
覚
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
寺
町
よ
り
亀
山
社
中

跡
に
行
く
「
龍
馬
通
り
」
で
石
段
を
登
り
十
段
目
位
の
右
側
、
深
崇
寺
の
墓
地
内
に

有
り
ま
し
た
。
広
さ
や
作
り
で
こ
こ
が
本
家
の
墓
だ
と
思
い
ま
し
た
。
法
名
の
数
が

四
十
ぐ
ら
い
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
祖
父
ま
で
は
大
工
職
で
す
。
市
内
の
木
造
家
屋
を
壊
す
時
に
、
棟

札
に
棟
梁
名
、「
野
口
○
○
」
と
記
し
た
物

が
浜
町
の
「
タ
ナ
カ
ヤ
」
と
、
出
来
大
工
町

の
「
若
杉
さ
ん
宅
」
か
ら
、
出
て
き
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

出
来
大
工
町
の
実
家
は
、
電
車
通
り
か
ら

裏
通
り
ま
で
の
土
地
で
、
裏
通
り
の
玄
関
横

に
は
、「
福
沢
諭
吉
使
用
の
井
戸
」
が
有
り

ま
す
。
諭
吉
は
桶
屋
町
の
光
永
寺
を
出
て
よ

り
高
島
秋
帆
の
弟
子
の
砲
術
家
で
長
崎
両
組

の
地
役
人
山
本
惣そ
う

次
郎
宅
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
そ
の
時
使
用
し
て
い
た
井
戸
な
の

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
山
本
惣
次
郎
宅
は
ど

こ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
裏
通
り

を
俗
称
『
町
司
町
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
馬
町
側
の
崖
下
あ
た
り
で
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
年
）
の
地
図
に
よ
る
と
、

町
司
役
人
が
住
む
長
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
沢
諭
吉
の
福
翁
自
伝
に
よ
る
と
小
出
町
？
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
註
で
『
大
井

手
町
、
一
時
は
町
司
町
と
も
い
っ
た
。
現
在
は
出
来
大
工
町
と
称
し
て
い
る
。』
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
碑
の
文
字
は
慶
應
大
学
教
授
の
小
泉
信
三
先
生
の
書
で
す
。
昭
和
十

二
年
、
長
崎
三
田
会
建
立
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
来
大
工
町
に
は
、
江
戸
末
期
と
明
治
初
期
の
地
図
が
有
り
ま
す
。
今
年
の
三
月

に
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
畳
ほ
ど
の
物
で
し
た
。
地
図
の
宅
地
に
は
番
地
・
姓

名
・
門
口
・
奥
行
・
坪
数
が
記
し
て
あ
り
、
明
治
の
地
図
に
は
四
代
前
の
名
前
「
野

口
喜
平
次
」
の
家
が
二
軒
と
「
有
三
」
の
家
が
一
軒
あ
り
ま
し
た
。
喜
平
次
は
の
ち

に
喜
左
衛
門
、
有
三
は
有
助
と
改
名
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
図
を
調
査
、
記
入
し
た

時
の
役
職
は
町
の
小
頭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

家
の
作
り
は
、
長
崎
く
ん
ち
の
時
、
庭
見
せ
が
出
来
る
よ
う
に
、
当
時
は
電
車
通

り
か
ら
中
庭
ま
で
表
戸
や
ふ
す
ま
を
外
す
と
座
敷
ま
で
筒
抜
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

二
階
は
手
摺
「
デ
ン
ジ
」
作
り
に
な
り
、
今
も
「
尾
垂
お

だ

れ
」
も
つ
い
て
い
ま
す
。
電

車
が
通
り
、
道
路
が
拡
張
さ
れ
る
前
ま
で
は
、
立
派
な
庭
が
家
の
入
口
に
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
今
も
其
の
庭
に
あ
っ
た
石
灯
籠
と
手
水
鉢
が
残
っ
て
い
ま
す
。
電
車
通
り

に
な
っ
た
時
、
大
正
七
年
三
月
十
九
日
家
の
前
二
十
坪
を
道
路
に
ゆ
ず
っ
て
い
ま
す
。

本
家
の
伯
父
さ
ん
が
実
家
に
来
た
時
、
三
浦
按
針
と
言
わ
れ
て
い
る
掛
軸
と
外
輸

船
・
観
光
丸
の
見
取
図
の
巻
き
物
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
三
浦
按
針
の
掛
軸
は
羽

織
り
袴
に
刀
を
二
本
差
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
の
三
浦
按
針
の
画
像
で
は
な
い
よ
う

で
す
が
。

出
来
大
工
町
の
川
端
に
は
、
不
動
堂
や
唐
船
海
上
安
全
祈
願
燈
、
桃
渓
橋
、
石
灯

籠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
不
動
堂
内
に
『
出
来
大
工
町
不
動
堂
の
由
来
』
の
掲
示
額
が

あ
り
、
そ
の
説
明
文
を
毛
筆
で
書
い
て
た
の
が
父
な
の
で
す
。
外
側
の
石
碑
に
は
、

祖
父
の
名
前
や
町
内
の
落
合
さ
ん
な
ど
の
名
が
有
り
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年
と
四
十

五
年
の
「
く
ん
ち
」
の
と
き
「
山
高
帽
・
黒
紋
付
に
羽
織
り
・
白
足
袋
に
草
履
、
そ

れ
に
唐
人
パ
ッ
チ
」
の
父
の
姿
を
覚
え
て
い
ま
す
。

二
軒
と
な
り
の
喫
茶
店
「
ア
レ
ン
ジ
」
の
若
杉
さ
ん
は
、
竹
ん
芸
で
有
名
な
若
宮

稲
荷
神
社
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
乙
名
の
若
杉
喜
三
太

が
自
邸
に
祀
っ
て
い
た
南
北
朝
時
代
の
楠
木
正
成
公
の
守
護
神
（
稲
荷
大
神
）
若
宮

稲
荷
五
社
大
明
神
を
伊
良
林
に
移
し
て
創
建
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
今
で
も
十

月
の
若
宮
竹
ん
芸
の
時
に
は
、
若
杉
さ
ん
宅
へ
招
待
状
が
来
る
そ
う
で
す
。

私
は
佐
世
保
市
の
三
川
内
焼
白
泉
窯
の
「
な
か
よ
し
唐
子
」
が
好
き
で
す
。
伝
統

的
絵
柄
の
男
の
子
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
女
の
子
が
取
り
入
れ
て
あ
り
、
手
書
き
に
こ
だ

わ
っ
て
子
ど
も
ら
し
い
表
情
や
仕
草
で
、
ひ
と
つ
、
ひ
と
つ
微
妙
に
絵
柄
が
違
っ
て

い
ま
す
。
白
泉
窯
の
古
い
作
品
は
底
に
白
泉
の
サ
イ
ン
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
最

近
の
物
に
は
武
則
さ
ん
のT

ake

タ

ケ

に
蝶
の
絵
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
五
月
、
三
川
内
の
陶
器
市
に
行
っ
た
時
、
喜
久
房
窯
に
白
菜
の
形
の
香
炉

が
有
り
ま
し
た
。「
辻
田
白
菜
」
と
か
「
長
与
白
菜
」
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
ん
だ
ら
ニ
ュ
ー
ス
の
二
月
号
に
「
辻
田
白
菜
」
が
書
い
て
あ
る
の
を
思
い
だ
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
長
与
町
高
田
郷
の
百
合
野

ゆ

り

の

団
地
の
中
に
「
辻
田
白
菜

発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
が
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
長
崎
の
唐
菜
が
品
種
改
良
さ

れ
て
、
長
崎
白
菜
は
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
白
菜
は
漬
け
物
や
そ
の
他
の
料
理
に

使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
昔
か
ら
長
崎
に
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

先
日
、
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
16
」
の
ロ
ケ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
も

「
三
川
内
焼
」
が
出
て
き
ま
す
。
ど
こ
の
窯
の
作
品
か
は
不
明
で
す
が
、
映
っ
て
い

る
陶
磁
器
は
三
川
内
焼
で
す
。
長
崎
に
関
係
あ
る
映
画
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

「
N
A
G
A
S
A
K
I
・
1
9
4
5
・
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
」
が
あ
り
、
原
爆
投
下
後
、

か
ろ
う
じ
て
生
き
た
人
々
と
共
に
試
練
に
耐
え
、
医
学
の
可
能
性
と
人
間
の
無
力
さ

を
感
じ
な
が
ら
、
治
療
活
動
を
行
な
っ
た
、
秋
月
辰
一
郎
医
師
と
そ
の
周
辺
が
描
か

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
映
画
は
、
今
年
八
月
・
九
月
に
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
協
力
員
）

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
十
二
月
と
言
え
ば
私
達
は
先
ず
十
二
月
十
五
日
「
赤
穂
義
士
の
討
入
」
の
事
を
思

い
だ
す
。
そ
の
前
日
、
武
林
唯
七
は
「
あ
し
た
待
た
る
る
其
の
宝
船
」
と
付
句
さ

れ
た
と
い
う
。
私
達
も
来
年
は
其
の
宝
船
を
待
つ
と
致
し
ま
し
ょ
う
。

○
先
日
、
長
崎
一
、
あ
で
や
か
な
第
七
回
「
全
国
ぶ
ら
ぶ
ら
節
歌
謡
大
会
」
が
今
年

も
賑
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。
大
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
は
三
重
県
尾
鷲
市
の
渡
辺
二
三

子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
。
東
京
か
ら
来
ら
れ
た
審
査
委
員
長
の
小
島
美
子
先
生
が

「
長
崎
の
人
は
本
当
に
気
ま
じ
め
で
ブ
ラ
ブ
ラ
節
に
は
色
気
が
少
し
…
」
と
笑
っ

て
講
評
さ
れ
て
い
た
。

○
熊
本
県
大
津
町
西
村
和
正
氏
（
熊
本
近
世
史
研
究
会
員
）
よ
り
、「
カ
ラ
イ
モ

（
薩
摩
藷
）
を
我
が
国
に
最
初
に
も
た
ら
し
栽
培
し
た
の
は
熊
本
県
鹿
本
町
出
身

の
池
田
好
運
で
、
彼
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
長
崎
を
出
港
し
甘
藷
の
種
芋
を

持
ち
帰
っ
た
」
と
「
肥
後
山
鹿
古
今
聞
覚
」
を
引
か
れ
て
新
説
を
発
表
さ
れ
て
い

る
。（
従
来
は
一
六
一
五
年
平
戸
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
コ
ッ
ク
ス
が
最
初
持
ち
渡
っ

た
と
さ
れ
て
き
た
。）
面
白
い
で
す
ね
。

○
本
会
の
運
営
委
員
餅
田
健
氏
並
び
に
緒
方
源
信
先
生
、
本
年
度
発
表
さ
れ
た
文
芸

作
品
に
よ
り
長
崎
県
文
芸
協
会
よ
り
協
会
賞
を
受
賞
さ
れ
た
由
連
絡
あ
り
、
心
よ

り
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○
長
崎
刺
繍
伝
統
の
第
一
人
者
加
勢
照
太
御
夫
妻
・
来
訪
さ
れ
「
ロ
ン
ド
ン
に
江
戸

時
代
長
崎
で
作
ら
れ
た
万
屋
町
傘
鉾
幕
に
刺
繍
さ
れ
た
魚
尽
く
し
の
絵
が
発
見
さ

れ
た
由
連
絡
を
受
け
た
の
で
近
日
中
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
予
定
で
す
」
と
言
わ
れ

た
。
調
査
報
告
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
東
京
の
馬
田
智
夫
氏
よ
り
長
崎
の
名
家
の
一
ツ
馬
田
家
の
事
を
一
筋
に
八
年
間
考

究
さ
れ
、「
馬
田
氏
風
説
書
」
が
完
成
し
ま
し
た
の
連
絡
あ
り
、
一
昨
日
そ
の
本
を

御
恵
送
い
た
だ
い
た
。
其
の
執
念
に
は
、
ま
っ
た
く
感
服
し
熟
読
さ
せ
て
戴
い
た
。

○
年
末
年
始
の
本
会
は
十
二
月
二
十
八
日
午
後
三
時
半
終
了
。
一
月
六
日
午
前
九
時

半
事
務
所
を
開
き
ま
す
。

皆
様
、
よ
き
御
年
を
御
迎
え
下
さ
い
ま
せ
（
事
務
局

一
同
よ
り
）

風
信

二
八
一
号

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日

つ
れ
づ
れ
の
思
い

野
口
　
嘉
弘

福澤先生使用の井


